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採卵鶏の銘柄別強制換羽試験 

  

笠原 猛・篠原 啓子・三船 和恵 
  

要   約 

 赤玉鶏(ロードアイランドレッド系交配種)及び白玉鶏(白色レグホーン系交配種)の強制換羽に関する

知見を得るため，試験 1では春～夏季に白・赤：各 1銘柄，試験 2では秋～冬季に白 4・赤 1銘柄を絶

食処理し，以後の影響を銘柄間で比較した。また，その時の鶏の健康状態を把握するため，生理的パラ

メーターとして血液生化学的性状の変動を調査した。 

 その結果，強制換羽による体重変動や産卵成績・卵質改善効果などは，各銘柄特性や強制換羽前の成

績により左右されたが，赤玉鶏(イサブラウン)の成績は白玉鶏と比べても遜色なかった。 

 産卵率は，産卵再開時の季節に影響され，夏季よりも冬季が向上した。しかし，その効果は，銘柄間

で違いが見られた。さらに，卵質の HU及び卵殻強度は，季節に関係なく向上した。また，卵重抑制へ

の効果は，極めて少なかった。 

 一方，血液生化学的性状は，絶水・絶食処理開始，絶食解除及び産卵再開により変化し，強制換羽に

よる変動状況が把握できた。特に絶食処理開始からの増減は，カルシウム・リン・脂質・尿酸など 9項

目が，両試験で同様の傾向であった。また，これら増減の傾向やピークの時期は銘柄により異なり，体

重減少や産卵再開の良否の影響が考えられた。このことについては，更なるデーター蓄積が必要である

が，今後，臨床判定や強制換羽技術の改善を検討する上で基礎となる結果が得られた。 

目   的 

 強制換羽は，鶏の経済寿命の延長，卵質の改善，卵価低迷時期の産卵調整など経営メリット獲得に有

効なため，多くの養鶏家で盛んに行われている。 

 一方，赤玉鶏は，近年において，特殊卵の需要拡大に伴い，飼養羽数が増加している。このことは，

本県でも同様であり，赤玉鶏の強制換羽に関する知見を深めることは重要である。 

 そこで試験 1では，県内主要銘柄のうち，白・赤玉鶏各々1銘柄を春季に強制換羽し，夏季に向けて

の産卵成績・卵質を比較することとした。 

 また，強制換羽の効果は季節や銘柄特性により異なると考えられるため，試験 2 では，白玉鶏：4，

赤〃：1を秋季に強制換羽し，冬季に向けての効果を比較することとした。 

 さらに，絶食処理による強制換羽は，鶏に多大なストレスを与えていることが考えられ，絶食処理開
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始からの健康状態を知ることは，強制換羽技術の効率化に結びつくものと思われる。 

 そこで両試験では，生理的パラメーターとして血液生化学的性状を随時調査し，この変動状況を明ら

かにすることとした。 

(試験 1) 

材料及び方法 

(1) 試験期間 

 平成 9年 5月 6日(76週齢)～同年 8月 26日(92週齢) 

(2) 供 試 鶏 

 供試鶏は，平成 7年 11月 21日餌付けで 76週齢の白玉鶏(ハイラインW－77)及び赤玉鶏(イサブラ

ウン)を各 50羽，計 100羽用いた。 

(3) 試験区分及び強制換羽の方法 

表 1 試験区分 

 

 

 試験区分は表 1のとおりである。 

 また，強制換羽の方法は，当場慣行の絶食絶水法を参考とし，絶水期間が処理開始後 3日間，絶食

期間が各区 10羽の体重を随時測定し，体重減少率 25％に達するまでとした。 

(4) 給与飼料 

 絶食処理解除後の飼料は，表 2のとおりである。また，給水は，絶水処理解除後から不断給水とし

た。 

表 2 絶食処理解除後飼料 

 
 

(5) その他管理 

 鶏舎は，開放鶏舎を使用した。点灯管理は，絶食処理解除後：日照時間のみ(14時間)で，84週齢：

14時間 30分照明とし，以後 2週間毎に 30分ずつ，16時間 30分まで延長した。また，衛生管理は，
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当場の慣行に従った。 

(6) 調査項目 

① 鶏舎気象 

 試験期間中，最高気温，最低気温，及び午前 9時の気温・湿度を毎日測定した。 

② 絶食処理状況及び産卵回復状況 

 絶食処理開始からのへい死数及び体重の変動，血液生化学的性状の変動，さらに産卵再開日数，

50％産卵再開日数を調査した。 

・体 重 

 各区 10羽を経時的に測定した。 

・血液生化学的性状 

 各区 5羽を，0・3・13・20・23・.27・56・84・112日後(絶水絶食処理開始時 76週齢・絶水解

除時・絶食解除時・絶食解除 1週間後・不断給餌開始時・絶食解除 2週間後・84週齢・88週齢・

92週齢時)に採血した。 

 また，絶食解除 2週間以内に産卵再開した鶏を，産卵再開時に随時採血した。 

 これらの血清は，ドライケミストリーシステム(フジドライケム比色酵素システム FDC－5500)

で測定した。調査項目は，カルシウム(Ca)・リン(P)・トランスアミナーゼ(GOT)・中性脂肪(TG)・

総コレステロール(T－cho)・総タンパク質(TP)・アルブミン(Alb)・アルカリ性ホスファターゼ

(ALP)・ロイシンアミノペプチターゼ(LAP)・乳酸脱水素酵素(LDH)・尿酸(UA)である。 

③ 産卵成績 

 強制換羽後は，4週毎を 1期とし，産卵率・平均卵重・日産卵量・飼料摂取量・飼料要求率を

調査した。 

④ 規格卵(個卵重) 

 強制換羽後，産卵再開時の個卵重は，各々，随時調査した。また，50％産卵再開時及び 80・84・

88・92週齢時は，各区全卵の個卵重を調査し，規格卵産出率を算出した。なお，規格卵産出率は，

生産重量比 13)で示した。 

⑤ 卵   質 

 強制換羽後，産卵再開時(絶食解除 2 週間以内の鶏)の卵質は，随時調査した。また，50％産卵

再開時及び 80・84・88・92週齢時では，各区 10個の卵を調査した。調査項目は，ハウユニット

(HU)・卵黄色(YC)・卵殻強度・卵殻厚とし，HU及び YCは EGGマルチテスタ(全農製)，卵殻強

度と卵殻厚は各測定器(富士平工業製)で測定した。 

 なお，結果は，SASによる Duncanの多重範囲検定法での平均値間差の検定 10)で処理した。 
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結果 

(1) 鶏舎気象 

 鶏舎気象を週齢毎の平均値で図 1に示した。絶食処理期間を含む試験初期は，5月にあたり，比較

的快適な温度であった。一方，産卵最盛が期待される 84週齢以降は，7～8月にあたり，気温が上昇

した。 

 

図 1 鶏舎気象 

 

(2) 強制換羽前の産卵成績 

 強制換羽前(73～76週齢)の産卵成績を表 3に示した。産卵率は，産卵後期でありながら，両銘柄と

もに 80％以上であり，良好な状態であった。 

表 3 強制換羽前の産卵成績(73～76週齢) 

 
 

(3) 絶食処理状況 

 絶食処理状況を表 4に示した。 

 両銘柄ともに絶食処理開始から 13日間で体重減少率 25％に達した。 

表 4 絶食処理状況 
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(5) 産卵回復状況 

 産卵回復状況(絶食処理解除後産卵再開日数の平均値及び 50％産卵到達日数)を表 5に示した。また，

両銘柄の産卵再開日数のばらつきを比較するため，産卵再開日数の分布割合を図 2に示した。 

 50％産卵到達日数は，両銘柄とも 17日であり差はみられなかった。 

 産卵再開日数は，平均値では 2区：イサブラウンが，1区：ハイラインW－77より 1日早い結果と

なったが，図 2の分布によると，絶食処理解除後 20日以内の割合が，1区：94％，2区：88％となり，

若干 1区が早い傾向にあった。 

表 5 産卵回復状況 

 

 

図 2 産卵再開日数の分布割合 

 

(6) 絶食処理開始からのへい死数 

 絶食処理開始からのへい死数を表 6に示した。 

 80 週齢は，絶食処理解除 15 日後であり，平均産卵再開日や 50％産卵到達日に近い時期であるが，

両銘柄ともに，へい死は見られなかった。以降，終了時までの間で，1区において 3羽のへい死が見

られたが，90週齢以降であり，8月の暑熱ストレスによるものと考えられた。 

表 6 絶食処理開始からのへい死数 

 

 

(7) 絶食処理開始からの体重の変動 

 絶食処理開始からの体重変動の推移(各区 10羽の平均)を表 7・図 3に示した。また，体重減少率変
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動の推移を表 8に示した。 

 これらは，両銘柄ともに同様に推移し，絶水処理を行った 3 日間では急激に，以降 10 日間は徐々

に変動した。絶食処理解除以降については，14日間で概ね体重の回復が見られた。このとき，2区の

回復が若干早い傾向にあったが，試験終了時の 92週齢では，それまでと一転し，1区の体重が重くな

っており，体重減少率においてその差は有意であった。 

表 7 絶食開始からの体重変動の推移 

 

 
図 3 絶食処理開始からの体重変動 

表 8 絶食処理開始からの体重減少率変動の推移 

 

 

(8) 組食処理開始からの血液生化学的性状の変動 

 血液生化学的性状について，産卵再開時を表 9に示した。また，絶食処理開始からの変動の推移を

表 10及び図 4～15に示した。 

産卵再開時は，GOT，TG，LDH，UAについて，銘柄間に差が認められた。 
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表 9 産卵再開時の血液生化学的性状 

 
 

 変動の推移は，個体間によるばらつきが多い項目もあったが，概ね，両銘柄ともに同様な曲線を描

いた。 

① Caと P(図 4・5) 

 Caは，絶食処理開始とともに急減し，絶食解除により回復した。さらに，産卵再開時で，急激

に増加し，84週齢以降では概ね一定となった。逆に Pは，絶食期間中に増加し，絶食解除ととも

に減少した。 

② GOT(図 6) 

 GOT は，絶食処理開始とともに増加し，絶食解除後で一時減少したものの，産卵再開時では，

再び増加した。 
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表 10 絶食処理開始からの血液生化学的性状変動の推移 
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図 4 血清中 Caの変動 

 

図 5 血清中 Pの変動 

 
図 6 血清中の GOTの変動 

 

③ TGと T－cho(図 7・8) 

 TGは，絶食期間以外の時期で，1区が高い傾向にあった。しかし，処理による増減は，両銘柄

ともに類似していた。即ち，絶食処理開始とともに急減し，絶食解除により回復した。一方，T

－choは，TG同様に処理開始とともに減少したが，回復時期は，TGよりも早く，開始時と比べ

てむしろ増加した。 

 

図 7 血清中 TGの変動 
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図 8 血清中 T－choの変動 

 

④ TPと Alb・A／G(図 9・10・11) 

 TPは，産卵再開時より早い時期，即ち，20日後(絶食解除後 7日目)より顕著に増加した。また，

A／Gは，絶食期間中増加する傾向にあった。 

 

図 9 血清中 TPの変動 

 

図 10 血清中 Albの変動 

 

図 11 血清中 A／Gの変動 

 

⑤ ALP(図 12) 

 ALPは，絶食処理開始とともに急増し，給水再開した 3日目以降，直ちに減少した。 
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図 12 血清中 ALPの変動 

 

⑥ LAP(図 13) 

 LAPは，絶食処理開始とともに増加し，20日後以降では減少したが，産卵最盛期には，再度増

加した。 

 
図 13 血清中 LAPの変動 

 

⑦ LDH(図 14) 

 LDH は，絶食処理による大幅な変動は見られなかったものの，84 週齢以降で減少する傾向に

あった。また，絶食処理開始～27日目の間では，2区が高い傾向にあり，84週齢以降では，概ね

同等となった。 

 
図 14 血清中 LDHの変動 

 

⑧ UA(図 15) 

 UA は，全期間中 2 区が高い傾向にあった。しかし，処理による増減は，両銘柄ともに類似し

ていた。即ち，絶食処理開始とともに急減し，絶食解除により回復した。 
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図 15 血清中 UAの変動 

 

(9) 強制換羽後の産卵成績 

 強制換羽後の産卵成績(産卵率・平均卵重・日産卵量・飼料摂取量・飼料要求率)を表 11～15に示し

た。また，強制換羽前 73週齢からの産卵率の推移を図 16に示した。 

 なお，両銘柄ともに，50％産卵再開日数は，絶食処理解除 17日後であり，これは 80～81週齢にあ

たる。 

 産卵率は，81～84 週齢では，強制換羽前と比較し若干低下した。ピークは，85～88 週齢であった

が，強制換羽前と同程度であった。89～92 週齢は，両銘柄ともに 70％程度まで低下したが，これは

暑熱ストレスの影響によるものと考えられた。 

 一方，平均産卵率については，1区が高かった。 

表 11 産卵率 

 

表 12 平均卵重 

 

表 13 日産卵重 
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表 14 飼料摂取量 

 

表 15 飼料要求率 

 

 

図 16 産卵率の推移 

 

平均卵重は，2区が重かったが，日産卵量では，産卵率の高い 1区の方が上回った。また，飼料摂取

量は，2区が低く，そのため，飼料要求率では，2区が良好な結果となった。 

(10) 規格卵産出率 

① 産卵再開卵の規格 

 各個体毎の産卵再開卵の規格を表 16・図 17 に示した。MS サイズ以下率は，両銘柄ともに多

く，1区：36.6％，2区 34.5％であった。銘柄間の違いは，Mサイズ率で顕著に見られた。即ち，

1区が 2区の 2倍以上多かった。 
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表 16 産卵再開卵の規格 

 

 

図 17 産卵再開卵の規格 

 

② 試験期間中の規格卵産出率の推移 

 試験期間中の規格卵産出率は，表 17・18及び図 18・19に示す結果となった。84週齢には両銘

柄ともに強制換羽前と同等となり，卵の小玉化は産卵開始初期のみにとどまった。また，1区は，

M 及び L サイズ率が試験終了時まで安定していたのに対し，2 区は，LL サイズ以上率が顕著に

上昇し，88週齢時では LLサイズ以上率がM及び Lサイズ率を上回った。 

表 17 規格卵産出率(1区) 
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表 18 規格卵産出率(2区) 

 

 
図 18 強制換羽後の規格卵産出率 

 
図 19 規格卵産出率の変動 

 

(11) 卵   質 

① 産卵再開卵の卵質 

 産卵再開卵の卵質を表 19 に示した。各項目において，良好であるとともに両銘柄間の差も見

られなかった。 

表 19 産卵再開卵の卵質(絶食解除後 9～14日目の再開卵 
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② 試験期間中の卵質の推移 

 試験期間中の卵質(HU・YC・卵殻強度・卵殻厚)を，表 20～23に示した。 

 HUは，強制換羽後で向上した。また，両銘柄間に差は認められなかった。 

 YC は，強制換羽後も変化は見られなかったが，50％再開時において，銘柄間に有意差が認め

られた。 

 卵殻強度も，強制換羽後で向上した。また，50％再開時において，銘柄間に有意差が認められ

た。 

 卵殻厚は，50％再開時を除く時期で 2 区が高い傾向にあり，開始時及び 80，88，92 週齢にお

いて有意差が認められた。 

表 20 HU 

 
表 21 YC 

 
表 22 卵殻強度 

 

表 23 卵殻厚 
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考察 

(1) 強制換羽による影響の銘柄間比較 

 強制換羽時の絶食処理による影響は，鶏の銘柄により異なることが，多くの研究者らによって示さ

れている。中井ら 8)も，目標の絶食強度設定に関して，体重などの特牲を考慮する必要があることを

述べている。 

 今回，体重減少率 25％に達する日数は，両銘柄ともに 13日間であり，体重の変動曲線も類似して

いた。また，血液生化学的性状は，TG や UA のように銘柄間の違いが認められるものもあったが，

変動の傾向は両銘柄ともに類似していた。さらに，へい死率も，概ね同様であった。一方，産卵成績

や卵質における両銘柄間の違いは，強制換羽前後で同様であった。 

 これらのことは，当場飼育のハイライツ W－77 が白玉鶏の中でもやや大型であり，8)9)今回，両銘

柄の体重差が比較的少なかったこと，強制換羽前の産卵率・日産卵量などの成績が類似していたこと

に起因すると考えられる。また，産卵成績や卵質の改善の程度は，強制換羽前のそれらの状態による

と考えられており 14)，本報の結果も，妥当と考えられる。 

(2) 強制換羽の効果 

 卵質の HUや卵殻強度は，強制換羽により，向上した。 

 しかし，産卵率は，強制換羽後に向上したとは言い難く，産卵最盛期も短かった。本報の強制換羽

では，時期的に，絶食期間は快適な気候であるが，産卵最盛期は猛暑となる。この暑熱ストレスが，

産卵率低下の原因と考えられ，当時期の強制換羽の問題点である。 

 また，イサブラウンの規格卵産出率は，強制換均後に LLサイズ以上率が顕著に上昇し，88週齢時

では LLサイズ以上率が M及び Lサイズ率を上回る結果となった。夏季では，LLサイズの卵価は，

比較的高値である。しかし，特殊卵として販売する場合，LL サイズ率が高いことがどの程度のメリ

ットを有するかは不明である。 

(3) 強制換羽と血液生化学的性状の関係 

 Caは，絶食処理開始とともに減少し，絶食解除により回復した。また，産卵再開時では，さらに増

加した。この変動は，飼料の制御と産卵再開による当然の結果と考えられる。 

 GOTは，絶食処理開始とともに増加し，他の報告 2)とも一致した。しかし，産卵再開時では，さら

に増加しており，絶食処理開始時からの増加と産卵再開時からの更なる増加が同一の意義であるかは

不明である。 

 また，卵巣・卵管は，休産期間中に萎縮するため，血中の脂質含量も低下することが確認されてい

るが 14)，本報において，TG は，絶食処理開始とともに急減し，絶食解除により回復した。一方，T

－cho も，絶食処理開始とともに減少したが，絶水処理解除後から増加しており，それぞれに若干の

違いが認められた。 

 続いて，ALPも，絶水処理解除後から回復する傾向が見られた。これらのことが，給水による効果
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か否かは本結果からは確認できないが，見かけ上，給餌再開以前からある程度回復する項目が幾つか

見られたことは，興味深い結果となった。 

(試 験 2) 

材料及び方法 

(1) 試験期間 

 平成 9年 9月 12日(72週齢)～平成 10年 2月 27日(96週齢) 

(2) 供試鶏 

 供試鶏は，当場研究報告 No.39の「採卵鶏の銘柄別産卵能力」9)で供試した，平成 8年 4月 26日餌

付け，72週齢の白玉鶏(スーパーニック，ハイラインW－77，ジュリア，イサホワイト)及び赤玉鶏(イ

サブラウン)を各 50羽，計 250羽用いた。 

(3) 試験区分及び強制換羽の方法 

 試験区分は表 1のとおりである。 

 また，強制換羽の方法は，試験 1に準じた。 

表 1 試験区分 

 

 

(4) 給与飼料 

 絶食処理解除後の飼料は，表 2のとおりである。 

表 2 絶食処理解除後飼料 

 
 

(5) その他管理 

 点灯管理は，絶食処理解除後で日照時間(約 12時間)のみ，76週齢で 14時間照明とし，以後 2週間
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毎に 15分ずつ，17時間まで延長した。その他は，試験 1に準じた。 

(6) 調査項目 

① 鶏舎気象 

 試験 1に準じた。 

② 絶食処理状況及び産卵回復状況 

 絶食処理開始からのへい死数及び体重の変動，血液生化学的性状の変動，さらに産卵再開日数，

50％産卵再開日数を調査した。 

・体 重 

 各区 10羽を経時的に測定した。 

・血液生化学的性状 

 各区 6 羽ずつを，0(72 週齢時)・3(絶水解除時)日後及び絶食解除時・不断給餌開始時・50％産

卵再開時・80週齢時に採血した。 

 これらの血清は，ドライケミストリーシステム(フジドライケム比色酵素システム FDC－5500)

で測定した。調査項目は，試験 1の項目に HDLコレステロール(HDL－C)・アミラーゼ(Amyl)を

加えた。 

③ 産卵成績 

 強制換羽後は，4週毎を 1期とし，産卵率・平均卵重・日産卵量・飼料摂取量・飼料要求率を

調査した。 

④ 規格卵(個卵重) 

 強制換羽後，産卵再開時の個卵重は，各々，随時調査した。また，80・84・89・92・96週齢時

は，各区全卵の個卵重を調査し，規格卵産出率を算出した。なお，規格卵産出率は，生産重量比
13)で示した。 

⑤ 卵   質 

 80・96週齢時に各区 10個の卵を調査した。調査項目及び測定方法は，試験 1に準じた。 

 なお，結果は，SASによる Duncanの多重範囲検定法での平均値間差の検定 10)で処理した。 

結   果 

(1) 鶏舎気象 

 鶏舎気象を週齢毎の平均値で図 1に示した。 

 試験初期は，9・10月で，快適温度だった。 

 一方，産卵最盛の維持を期待したい 84週齢以降は，12～2月にあたり，気温が低下した。 
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図 1 鶏舎気象 

 

(2) 強制換羽前の産卵成績 

 強制換羽前の産卵成績を表 3に示した。 

 3と 5区は，産卵率が良好であった。 

 2区は，産卵率・日産卵量・飼料要求率が，各銘柄間中で最も悪い状態であった。 

表 3強制換羽前の産卵成績(左：21～64週齢・右( )内：69～72週齢) 

 

 

 また，4区は，飼料摂取量が少なく，さらに，卵重がマニュアル 5)より重かった。 

(3) 絶食処理状況 

 絶食処理状況を表 4に示した。 

 各銘柄ともに 10～13日間で絶食処理を解除した。絶食処理日数は，短い順に 1・4区＞3区＞2・5

区であり，絶食前体重は，重い順に 5区＞2区＞3区＞1区＞4区であった。即ち，絶食前体重の重い

区は，体重減少が遅い傾向にあった。 

 また，絶食前体重をマニュアル 3)，4)，5)，6)，12)と比較すると，4区はやや軽く，他は重かった。 
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表 4 給食処理状況 

 

 

(5) 産卵回復状況 

 産卵回復状況(絶食処理解除後産卵再開日数の平均値及び 50％産卵到達日数)を表 5に示した。 

 産卵再開日数は，統計的な差が認められ，3 区が最も早く，4 区が最も遅かった。50％産卵到達日

数も，同様な傾向にあった。 

表 5 産卵回複状況 

 

 

(6) 絶食処理開始からの体重の変動 

 体重変動の推移(各区 10羽の平均)を表 6・図 2に示した。また，体重減少率変動の推移を表 7に示

した。 

表 6 組食処理開始からの体重変動の推移 
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図 2 絶食処理開始からの体重変動の推移 

表 7 絶食処理開始からの体重減少率変動の推移 

 
 体重は，各区ともに，絶水の 3日間で急激に，以降では徐々に変動した。また，絶食処理解除以降

では，50％産卵再開時に概ねの体重回復が見られた。 

 2 と 5 区の体重は，絶食期間中では，同等に変化した。また，絶食解除後では，5 区の回復が早い

傾向にあったが，試験終了時の 96週齢に再び同等となった。 

 4区は，体重が終始軽く，体重減少率も絶食処理 9日目～10日目(絶食処理解除時)で 2.4％減少した。

同じ絶食処理期間の 1 区は，同時期で 1％減少である。4 区の絶食解除時の体重減少率が 27.0％とな

った原因は，このような一日の減少率の違いによるものである。 

(7) 絶食処理開始からのへい死数 

 絶食処理開始からのへい死数を表 8に示した。 

 絶食処理期間中は，1区：1羽，3区：1羽，4区：2羽で，絶食解除の遅かった 2・5区では見られ

なかった。 

 絶食解除～92週齢は，5区以外で見られた。特に，4区では 2羽発生し，絶食期間中と併せて 4羽

となった。 
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表 8 組食処理開始からのへい死数 

 

 

 また，1・2区は，試験末期の 93～96週齢に，2羽見られた。 

(8) 絶食処理開始からの血液生化学的性状の変動 

 絶食処理開始からの血液生化学的性状変動の推移を表 9及び図 3～16に示した。 

 変動の推移は，個体間によるばらつきが多い項目もあったが，概ね，各区ともに類似した曲線を描

いた。 

 絶食処理開始より減少する項目と増加する項目に分別すると，減少は，Ca・TG・T－cho・TP・Alb・

UAで，増加は，P・GOT・HDL－C・ALP・LAP・LDH・Amylであった。これらの増減は，概ね，絶

水解除～不断給餌の時期でピークとなった。 

 但し，これら増減の傾向やピーク時期は，銘柄によって異なるケースも認められた。 

 特に，4区は絶水解除で，3区は 80週齢時で他と異なった。 
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表 9 絶食処理開始からの血液生化学的性状変動の推移 
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図 3 血清中 Caの変動 

 

図 4 血清中 Pの変動 

 

図 5 血清中 GOTの変動 
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図 6 血清中 TGの変動 

 

図 7 血清中 T－choの変動 

 
図 8 血清中 HDL－Cの変動 

 

図 9 血清中 TPの変動 
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図 10 血清中の Albの変動 

 

図 11 血清中 A／Gの変動 

 

図 12 血清中 ALPの変動 

 
図 13 血清中 LAPの変動 
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図 14 血清中 LDHの変動 

 
図 15 血清中 Amlyの変動 

 

図 16 血清中 UAの変動 

 

(9) 強制換羽後の産卵成績 

 強制換羽後の産卵成績(産卵率・平均卵重・日産卵量・飼料摂取量・飼料要求率)を表 10～14に示し

た。また，強制換羽前 69週齢からの産卵率の推移を図 17に示した。 

 なお，各区ともに，50％産卵再開日数は，77～80週齢にあたる。 

① 産卵率(表 10，図 17) 

 産卵率は，各区ともに，強制換羽前より向上した。ピークは，4区が 85～88週齢で，その他が

81～84週齢であった。 

 しかし，強制換羽前で高かった 3・5 区は，産卵再開初期で良好だったものの，以降で低下が

早く，93～96週齢では，著しく低下した。 
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 81～96週齢の平均値を比較すると，順位は，1区＞4区＞3区＞5区＞2区となった。 

表 10 産卵率 

 
 

② 平均卵重(表 11) 

 卵重は，各区ともに強制換羽前より増加した。 

 また，2・5区は，他と比較し，卵重が軽い傾向にあった。 

表 11 平均卵重 

 
 

③ 日産卵量(表 12) 

 日産卵量は，産卵率と平均卵重を反映し，1区が最も良好で，2区が低かった。 

表 12 日産卵量 

 
 

④ 飼料摂取量(表 13) 

 1 区は，産卵が良好であったためか，飼料摂取量も最も多かった。逆に，2 区では，産卵は低
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調であった割に，飼料摂取量は多かった。また，4 区では，産卵は良好であったものの，体重が

軽いためか，飼料摂取量は少なかった。 

表 13 飼料摂取量 

 

 

⑤ 飼料要求率(表 14) 

 飼料摂取量の少ない 4区は，最も良い成績となった。81～96週齢の平均値を比較すると，順位

は，4区＞1区＞3区＞5区＞2区となった。 

表 14 飼料要求率 

 

 

図 17 産卵率の推移 

 

(10)規格卵産出率 
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① 産卵再開卵の規格 

 各個体毎の産卵再開卵の規格を表 15・図 18に示した。4区以外では，MSサイズ以下率が 25.8

～31.6％，M＋L率が 62.2～71.7％であった。4区は，産卵の再開が遅かったが，これに伴い，MS

サイズ以下率：15.8％，M＋L率：81.5％となった。 

表 15 産卵再開卵の規格 

 

 

② 試験期間中の規格卵産出率の推移 

 規格卵産出率の推移は，表 16－1～5及び図 19・20－1～5に示す結果となった。 

 開始時と比較して，各区のM＋L率は減少し，LL以上率は増加した。 

 

図 18 産卵再開卵の規格 
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表 16－1 規格卵産出率(1区) 

 
表 16－2 規格卵産出率(2区) 

 

表 16－3 規格卵産出率(3区) 
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表 16－4 規格卵産出率(4区) 

 

表 16－5 規格卵産出率(5区) 

 

 

図 19 強制換羽後の規格卵産出率 
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図 20－1 1区の規格卵産出率の推移 

 

図 20－2 2区の規格卵産出率の推移 

 
図 20－3 3区の規格卵産出率の推移 
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図 20－4 4区の規格卵産出率の推移 

 
図 20－5 5区の規格卵産出率の推移 

(11) 卵   質 

 試験期間中の卵質(HU・YC・卵殻強度・卵殻厚)を，表 17～20に示した。 

 HUは，各区ともに，強制換羽後で向上した。しかし，96週齢は，80週齢と比べて低下する傾向に

あった。また，3時期を通じて，4区は高く，5区は低い傾向にあった。 

 YCは，強換後も大きな変化が見られなかったが，開始時と 96週齢において，銘柄間に有意差が認

められた。 

 卵殻強度も，強制換羽後で向上した。しかし，96週齢で，4・5区は，開始時よりも減少した。 

表 17 HU 

 
 卵殻厚は，5区が有意に高く，各銘柄間差も開始時と 96週齢で同様であった。 
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表 18 YC 

 
表 19 卵殻強度 

 

表 20 卵殻厚 

 

考   察 

(1) 体重減少の銘柄特性 

 強制換羽前，1・2・3・5 区の体重は，マニュアル 3)，4)，6)，12)より重かった。しかし，4 区は，マニ

ュアル 5)と比較して体重が軽く卵重が重かった。このことは，後の絶食処理による体重変動に影響し

たと考えられる。即ち，4区の体重減少は，他と比較し早かった。 

 また，2・5 区の絶食処理日数(体重減少率 25％)は，13 日となった。このことは，時期や餌付け日

が異なるにも関わらず，試験 1と同等であった点で興味深い。 

(2) 産卵再開の銘柄特性 

 4 区の産卵再開は遅かった。多くの研究者は，強制換羽時の体重変動が後の産卵に影響を及ぼすこ

とを示しており 14)，本結果は，先述の体重減少が一原因と考えられた。 
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 また，各銘柄の産卵再開日数は，若齢時の初産日齢 9)に比例する傾向にあった。この点は，藤中 1)

らも，同様な結果を示している。 

 このように，体重の減少や産卵の再開は，銘柄の特性により異なることが示唆された。 

(3) 強制換羽の産卵率への効果 

 試験 1では，産卵最盛期が夏季の猛暑時であったため，産卵ピーク時期が短く，産卵率の改善効果

が認められなかった。今回は，産卵最盛期が冬季であったが，試験 1と比較して産卵ピーク時期が長

く，各銘柄ともに良好な産卵率であった。 

 しかし，銘柄間の差は，強制換羽前後で異なった。即ち，3・5区の産卵率は強制換羽前で高く，産

卵再開初期も良好であったが，以降での低下が早く訪れた。その結果，3・5区の強制換羽後の産卵率

は，1区のそれに劣った。また，4区は産卵再開が遅かったものの，後半の成績が良好であった。 

 このように，産卵率は，強制換羽により向上したが，その効果のパターンは，各銘柄により異なる

ことが考えられた。 

(4) 強制換羽の卵重及び規格卵産出率への効果 

 卵重は，加齢に伴い増加すると考えられており 11)，本試験においても，強制換羽後で増加した。こ

のことから，試験 1結果と併せると，卵重増加の抑制効果は，産卵再開のごく初期以外では期待でき

ないと考えられた。 

(5) 強制換羽の卵質への効果 

 卵質の改善程度は，強制換羽前の成績によるとされている 14)。本結果も，これらの銘柄間差は，強

制換羽前後で同様であり，特に HU・卵殻厚が顕著であった。 

 また，HU・卵殻強度は強制換羽により向上し，このことは試験 1結果と同様の傾向にあった。 

(6) 強制換羽と血液生化学的性状の関係 

 絶食処理開始からの増減は，TP・Alb・LDH以外の 9項目が，試験 1と概ね類似した。 

 銘柄間の差については，4区が絶水解除時で，3区が 80週齢時で他と異なった。産卵再開は，3区

が最も早く，4 区が最も遅い。このため，今回の銘柄間差は，体重減少，産卵再開の状況に伴うもの

と考えられた。 

 以上のように，本報では，強制換羽による血液生化学的性状の変動状況を確認したが，血液は，項

目によっては，ばらつきの多いものや人・家畜と同意義な臨床判定ができないものもある。今後は，

木村ら 7)が示すとおり，検査データの集積と測定値の臨床的意義の検討を十分行った上で，産卵再開

へ向けての鶏の健康状態の早期回復，産卵性向上に活用していく必要がある。 
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